
   

                

    

 H23 年度 OMSB マリンスタッフ講習会全 5会場終了しました。 

沖縄本島(北部・中部・南部）と離島（宮古島・石垣島）計 87 業者 179 名ものマリン関係者に 

お集まり頂きました。本島講習会では気象・海象の基礎知識と地震・津波について、自然再生について、

カヤック関係の講話として、国際マングローブ生態系協会による講話。そして、宮古講習会は水中生物

の危険性と対処法、八重山地区講習会では自然再生についての講話をして頂きました。参加して頂いた

皆様、誠に有り難う御座います。また、ご支援してして頂いた各関係機関の皆様にも重ねて御礼申し上

げます。 

 

 

      

 一次救命措置法(心肺蘇生法・AED を用いた除細動)の講習は、本年度より世界的に改正がありました。

5̃7 名程度のグループに分かれ、実技を交えながら講習し傷病者発生から救急隊到着までの一連の標準

実技を行いました。消防署と日本赤十字社の救急指導員により、人工呼吸の仕方から胸骨圧迫の強さ・

テンポや、また、地面が濡れているときの AED 使用は？明らかに溺れたことが分かる傷病者に対しての

一次救命措置は？ウェットスーツを着用している場合は？など、マリンレジャーで起こり得る状況の対

処法についても丁寧にご指導して頂きました。 

 

 

 

  

 参加して頂いた皆様、丸一日の講習お疲れ様でした。 

お客様へ安全・安心なレジャー提供ができるように、事業者の皆様のご支援ができるように頑張ってい

きますので、今後とも宜しくお願いいたします。 

またアンケートへご協力頂き、ありがとう御座いました。今後の講習会の参考資料として活用させて頂

きます。 

 

ご意見・ご感想は support@omsb.jp へ 
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